
 

学 年 教科等 単元名 日  時 

第６学年 社会科 世界のみんなで enjoy!!～わたしたちの役割～ 平成 30 年２月２日(金)３校時 

本実践の 

主張 

本実践は，社会科学習において，資料提示や発問を工夫することにより，本校の研究主題である「各教科等

の特質に応じた学びの本質に迫る授業の創造」をめざすものである。 

子ども自身のこれまでの経験を基に，世界の現状について考え，「世界のみんなで enjoy するためにはどうす

ればよいか」という単元を貫く問いをもたせることをねらいとしている。そのために，学級→一部の国→世界

と段階的に資料を提示し，次第に「世界と enjoy することの難しさ」に気付かせる。そのうえで，「じゃあ，enjoy

することは無理なのか」と切り返し「何か方法があるのではないか」という思いを引き出すことで，「世界のみ

んなで enjoy するためには」という単元を貫く問いをもたせようとした実践である。 

「問い」が生まれてくる資料提示の工夫 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

多角的に考察させるための発問の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御意見・御質問はこちら（研究部アドレス） 

miyafuken@cc.miyazaki-u.ac.jp 

学級のこと 

一部の国のこと 世界のこと 

【資料提示】子どもの反応及び意識の高まり 

 学級→一部の国→世界と展開したことで，子どもの思考は自然と広がっていき

ました。しかし，世界の段階で，これまでの学級でのことを踏まえて発言するな

ど，関連付けた発言はなかなか見られませんでした。 

 1 年間，みんなはこのクラスで仲間と enjoy

してきたと思うんだけど･･･。みんなにとって

「enjoy」ってどういうこと？ 

1 年間「enjoy」してどうだった？ 

【発問】 

子どもの反応及び意識の高まり 

 「enjoy できるか」という，

これまでに学級で大切にして

きた言葉を用いることで，子

どもの本音を引き出せた。特

に，一部の国の様子では，友

好的に考えていた子どもも，

世界の様々な情勢に気付き

「できる・できない」で揺れ

たり，友達の考えから自分の

考えを変えたり深めたりする

様子が見られました。 

 みんながこのクラスでや

ってきたように，この子た

ちとは enjoy できる？ 

 じゃあ，世界のみんなで enjoy

できるかな？ 

単元を貫く

問いへ 

「enjoy」って，楽しむってこ

と。みんなでいっしょに支え合

って 1 年間楽しんできたよ。 

 ６年３組は一人一人が個性

的。でもふわ～っとまとまっ

ている。だから，1 年間，泣い

て笑っていろいろあったけ

ど，楽しかった。 

そうそう。時には，うまくいかない

こともあったかな。でも，なんだかん

だ言って楽しくやってきたんだよね。 

 それは，難しいか

な。だって，何語で

話しかけていいか

分からないし。生活

も全然違うと思う。 

銃をもつ生活は，

私たちには想像でき

ない。相手の好みも

分からないから，で

きないと思う。 

 ぼくは，世界の

みんなで enjoy す

るのは難しいと思

う。どうしようも

ない問題があっ

て，それどころで

はないよな。 

 い ろ い

ろ あ る け

ど，みんな

で enjoy し

たいな！ 

 言語や生活の違いが

分かれば，できるかもし

れないな。 

 「enjoy したい！」っていう

意見もあったけど･･･。世界の

みんなで enjoy することは無

理なのかな？ 

 

 enjoy したくてもできない･･･そ

んなときに支え合えればいいな。 

 いや，無理で

はないかな。言

葉が分かれば，

勉強して，enjoy

できそうな気が

する。 

 enjoy するためには･･･

どうしたらいいんだろ

う？ 

 いや，そんなに難

しいことではないと

思う。何か一緒に楽

しめることをすれば

enjoy できると思い

ます。 

自分から，積極的

に話しかけること

は，誰であっても一

緒だと思うな。 



【子どものノートから】 

世界のみんなで enjoy することはできる？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 言語の違い，生活の違い･･･一部の国の人々の様子の

なかで気付いたことや，世界の情勢を考えて，やはり

みんなで enjoy するのは難しいと考えています。 

 「自分が経験していないと，気持ちが分からない」

というこの子ども自身の経験に基づく考えと，資料を

見て考えたことを関連付けているようです。 

 世界の諸問題の解決に意識が向いています。 

 始めの「!!」までは，本学級のよさと結びつけて

います。そこに「けど」が付いて，それだけでは語

れない世界の問題の複雑さを感じています。 

 「ちがい」「分からない」ことが大きな壁になっていま

す。しかし，学級を１年かけてつくってきたように，時

間をかければできそうだという展望をもっています。 

 学級の友達づくりの過程と同じように考えてい

ます。 

 「助け合う」「楽しむ」は，導入で学級での enjoy の意味

を聞いたときに出てきた言葉です。地球全体を学級と同じ

ような一つの集団であるとみているようです。 

 資料をとおして感じた自分の考えを素直に表

現することができています。 



【分科会の記録】 

○ 授業者反省 

・ 今回は，「学級や学校と社会の仕組みは似ている」というこれまでの学習の流れから思いついたもの。様々な個性

が集まった仲間と学級をつくりあげようと奮闘している様子が「世界と共生する」ということに重なった。これまで

の１年間のことやこれまでの６年間のことを生かせると思って考えた内容である。 

・ 今回は，授業全体をとおして大きな単元のテーマを決めるという流れであった。まずは学級から考えて，それを一

部の国々，世界へと段階を追っていけるようにした。「問い」が自然にもてていたかどうかは意見を伺いたい。 

・ 子どもたちはほとんど「enjoyできない」という思い，「enjoyできるけど難しい」という思いをもてていたので，「じ

ゃあ無理なのかな」という発問をした。「できそうだな」という思いをもたせて，本時の学びから総合的に考えるこ

とができるようにした。 

 

○ 研究協議 ワークショップ形式で行いました。（当日話し合ったもの） 

 

 

研究内容Ⅰ 「問い」が生まれてくる資料提示の工夫について 

○ 「グローバル化」について，きれい事ではなく，子どもたちが本音で語れる流れであった。 

○ 学級から次第に世界へと広がる資料提示であった。 

○ 思考を揺さぶる提示順で，自然であった。 

○ データか写真か様々な資料が考えられる。今回は写真にすることで，研究内容Ⅱの多角的な思考にもつながっていっ

たと思う。 

● それぞれの資料の意図を明確にする必要がある。（なぜこの４枚にしたのか？） 

● １枚目と２枚目の写真の区別が付けにくいものであった。２枚目は，思い切って大人だけでもよい。 

● ６年生の発達の段階を考えれば，写真よりも，新聞や統計等から読み取らせる，もしくは追加の事象としてそのよう

な資料を提示する方がよかったのではないか。 

→ 本時，何を資料として選ぶのかは大変難しいところである。それぞれの写真の国や状況を明確にするべきか，写真・



データのどちらにするかはそれぞれのメリットもある。ただし，次時以降は，統計やグラフ等も示していくことも大

切である。 

 

（見えてきたこと） 

 写真資料・グラフや統計資料，それぞれの役割がある。授業の段階に応じて，それらを使い分けていく必要がある。ま

た，学級から徐々に思考を広げたり，子どもの思考を次第に揺さぶったりするような提示する順序が大変重要である。 

 

研究内容Ⅱ 多角的に考察させるための発問の工夫 

○ 学級の実態（シンボル）に基づいた問いの設定がよかった。 

● ６年生なので，もっと世界情勢と関連させてもよかったのではないか。 

● 子どもたちのそれぞれの経験や，学級での経験がもっと発言として出てくるとよかった。出発点（導入）から最後の

「世界の･･･」までのつながりがもっとあるとよかった。 

 → どこかで一度立ち返ってもよかった。学級とのつながりがあったようで，一つ一つのつながりが薄い。 

● 「enjoy できるか」という最後の問いの後が大切である。もっとまとめの部分が次時へつながるような発問等が必要だ

ったのではないか。 

 

（見えてきたこと） 

「enjoy」という共通の言葉で問いを設定していたことで，子どもたちは考えやすくなる。また，身近な言葉で設定して

いたことで子どもが考えはじめるきっかけとなっていた。せっかく学級という身近なところから考えを広げさせるのであ

れば，学級の考えを基に世界のことを考える発言が出るよう，一度立ち返ることも必要である。 

 

授業・研究全般について 

○ 学級を出発点にすることで，遠い外国のことと自分たちのつながりを考えることができるようになっていた。 

○ 黒板上でネームを動かして「できる」「できない」の判断をさせるのではなく，実際に教室を二つに分け，「できる

側」「できない側」と場所を移動させながら判断させることで，子どもたちの考える真剣さが違っていたように思えた。 

○ 道徳とのつながりも感じられてよかった。 

△ 本時の学習は社会科の人権教育だと思う。「かわいそう」や「申し訳ない」などの発言や，本音ではあるが人権教育

上好ましくない発言をどう扱うのかが難しいと感じた。 

 → 本時は導入なので，本時の本音の部分が学習後にどのように変化していくのかが大切である。 

● 世界のことを，学級のつながりのように単純化しすぎるのはいかがなものか。そんなに簡単なことではない。 

● このクラスだからこそできたのでは。 

 → 今回は，学級を起点に社会のこと，世界のことを考えるという一例。「enjoy」に変わる言葉が難しいが，各学級で

大切にしてきたことが当てはまる言葉であればよい。ただし，学級担任が授業をすることが望ましい。それが，小学

校の社会科ならではでもある。 

 

【当日の板書】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業実践計画 



○ 指導計画（15 時間）：詳細については次頁に記載 

 

 

 

 

 

○ 本時の目標 

 

 

○ 指導過程 

学習活動及び学習内容 教師のかかわり 

１ 学級のシンボルを基に，これまでの学級生活をふりかえ

る。 

enjoy とは？ enjoy してみて 
・ 楽しむこと。 

・ みんなが笑顔になるため

に何かすること。 

・ そのものやその人の本当

のよさを見付けること。 

・ お互いを認め合うこと。       

・ １年間楽しく過ごせた。 

・ 過ごしやすい雰囲気だっ

た。 

・ よく笑った。けんかもし

た。 

・ 居心地がよかった。 

 

２ さまざまな国の人々の様子を見て，相手と enjoy できそ

うか考える。 

 （この人たちと）enjoy できるのかな？ 

 ○ さまざまな国の人々の様子 

   ・ 笑顔の子どもたち 

   ・ さまざまな国の大人たち 

   ・ ゴミ山に向かう人々 

   ・ 紛争地域の人々 

 
 

 

 

 

３ 話合いのテーマを確認し，話し合う。  

 世界のみんなで enjoy できるのかな？ 

 ○ 世界のみんなで enjoy できる・できない理由 

できる できない 

・ 学級でもできていること

で，そんなに難しそうではな

いから。 

・ 人に優しくすることは，み

んなが分かっていることだ

から。 

・ さまざまな国との交流が行

われているから。 

・ 学級と同様に世界にもさま

ざまな考えの人がいるから。 

・ 実際に，今も紛争等が絶え

ず，苦しい暮らしを送ってい

る人がいるから。 

・ 言葉や文化が違うから。 

 

４ 単元を貫く問いと，次時への見通しをもつ。 

 ○ 単元を貫く問い 

 世界のみんなで enjoy するためには？ 

 

○ 学級のシンボルを提示し，これまでの学級生活で大切に

してきた enjoy に込めた思いを確認することで，学級生活

で enjoy するために自分たちがしてきたことを想起する

ことができるようにする。 

 

 

 

 

 

○ 自分たちの経験と重ねて考えられるようにするために，

学級で enjoy している写真を見せた後，さまざまな国の子

どもたちの笑顔の写真を提示し，「この人たちと enjoy す

ることはできるか。」と問う。 

○ 自分たちと近い年齢やさまざまな人種，日本の子どもた

ちとは全く違う状況や立場に置かれている人の順で提示

することで，さまざまな国の人々と enjoy する難しさに

気付くことができるようにする。 

○ 「できる」「できない」の立場を明確にさせることで，

意見交流を行いやすくし，全員が「enjoy できるか」に対

する考えをもって学習に臨めるようにする。 

 

 

○ 世界の国々の国旗の資料を提示し，「世界のみんなで

enjoy できるか。」と問うことで，対象を一部の人々から

世界の人々に広げて考えることができるようにする。 

 

○ 「できない」の意見を「世界を知る・理解する」「問題

を解決する・助け合う」の二つに分けて板書することで，

これからの学習の計画が見通すことができるようにする。 

 

 

 

 
 

○ 「世界のみんなで enjoy することは無理なことなのか。」

と切り返すことで，「何か方法があるのではないか」とい

う思いを引き出し，単元を貫く問いを設定することができ

るようにする。 

 

 

○ 学びの本質に向かっている子どもの姿 

  

 

 

 

 

○ 教材分析 

世界のみんなで enjoy するのは思ったよりも難しそうだけど，これまで６年３組でしてきたように，

相手のことを理解したり，互いに協力したりすることができれば，きっと世界のみんなで enjoy でき

るんじゃないかな。                    【社会的事象への関心・意欲・態度】 

⑴ 世界のみんなで enjoy できるかどうか考え，単元を貫く問いをもつ。          １時間【本時】 

⑵ 世界のみんなに enjoy してもらうために国の様子を調べ，取組を考える。            ６時間 

⑶ 世界の問題を解決するための取組を知り，その方法について考える。         ５時間 

⑷ 世界のみんなで enjoy するためにはどうすればよいか考える。                    １時間 

⑸ 世界のみんなで enjoy するために，自分にできることを考える。                    ２時間 

 「世界のみんなで enjoy するためには」という単元を貫く問いをもつことができる。 

１時間（本時） 

６時間 

５時間 

１時間 

２時間 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 単元指導計画（15時間） 

【
社
会
的
事
象
の
意
味
】 

○ 世界のみんなが enjoy できるよう，国際交流や国際協力が行われており，日本も大きく貢献をしている。 
○ 世界のみんなが enjoy できるよう，さまざまな国々が集まり，国際連合として，平和な世界づくりのために
活動をしている。 

○ 世界には，多くの国々があり，互いのよさを認め，国の特色やそこから生まれた文化や風習を理解しようと
することで，より enjoy できる世界につながる。 

【
ま
と
め
る
と
見
え
て
く
る
こ
と
】 

（子どもと考えたいこと） 

「世界のみんなで enjoy!!」

するために，わたしたちはどの

ように世界にかかわっていけ

ばよいか。 

○ 国同士や，世界共通の問題を話し合ったり関係を調整したりする

ために国際連合がかかわっている。 

○ 世界で協力して助け合ったり，教え合ったりするために，国連や

日本政府，企業，そして宮崎もかかわっている。 

○ スポーツや文化活動をとおして世界の国々と交流している。 

○ 世界の国々には，それぞれ特

色があり，日本とは違う文化や

習慣がある。  

○ どの国にも，国歌や国旗があ

り，それらを大切にしている。 

【追究する問い１】 

世界のみんなに enjoy してもらうには？ 

【追究する問い２】 

世界の問題を解決するためには？ 

宮崎大学の取組 

○ バングラデシュに

おける「ＩＴ技術者

養成における日本語

教育プロジェクト」 

・ 国内のＩＴ技術

者の需要が高ま

っている。 

・ 日本語教師を派

遣し，ＩＴ技術者

に日本語を教え

る事業を行って

いる。 

・ 宮崎大学と，地

方自治団体の宮

崎市，ＪＩＣＡや

企業等の民間が

「官・民・学」一

体となり，それぞ

れの役割を果た

しながら進めて

いる。 

○ ミャンマーにおけ

る「ヒ素汚染地域にお

ける衛生保健の実施

体制強化プロジェク

ト」 

・ 宮崎の土呂久ヒ素

公害で得た調査技

術や検診技術等を

世界のヒ素で汚染

された地域に生か

している。 

・ プロジェクトが終

わった後も，住民の

手で維持管理がで

きるよう，啓発活動

を行ったり，住民を

巻き込んだ開発を

行ったりしている。 

・ 学部をまたいで，

さまざまな専門家

が参加している。 

国際連合 
○ 国際連合の目的とはたらき 

・ 国際連合は，平和な国際社会の実

現のために大きな役割を果たしてい

る機関である。 

・ 193 カ国が加盟しており，６つの主

要機関に分かれて活動している。 

・ ユニセフは子どもの命と健康を守

るために活動をしている国連機関

で，「千のトイレプロジェクト」等，

身近なところでの活動も多い。 

本学級では「enjoy」というシンボル

を掲げ，１年間過ごしてきた。「楽しむ」

という表面的な意味の他にも，一人一

人が個を大切にして過ごすこと，自分

たちの過ごしやすいあたたかな雰囲気

をつくること，物事がもつ本来のおも

しろさを見付けること等のさまざまな

思いが含まれている。 

【
調
べ
る
こ
と
】
及
び
【
社
会
的
事
実
】 

世界のみんなでともによりよい世界を生きていくために

は，異なる文化や習慣があることを理解し合い，平和の大切

さを感じられるようにすることが大切である。そのために，

日本の果たしていくべき役割は大きい。 

世界の国々の様子 

○ 生活の様子   

○ 経済の様子    

○ 国の位置 

○ 歴史   

○ 環境・言語     

○ 国旗や国歌  

等 

 

アメリカ合衆国 

中華人民共和国 

大韓民国 

サウジアラビア 

日本政府やその他の団体 

○ ＪＩＣＡやその他の支援と日本の役割 

・ 日本は，ＪＩＣＡをとおして，多

くの国々に経済，開発等のさまざま

な支援を行っている。 

・ 相手のニーズに応じて，民間や大

学等とも連携をしながらプロジェク

トを行っている。 

・ 日本には，多くのＮＧＯ団体があ

り，国際交流・協力を行っている。 

・ 国際交流や国際協力等の面で，日

本は大切な役割を果たしている。 

【単元を貫く問い】 

 世界のみんなで enjoy するためには？ 



段階 ねらい ○主な学習活動  ・内容  □指導上の留意点  ※評価 

生
み
出
す 

⑴ 

 世界のみんなで enjoyする
ことは可能かどうか考え，そ

れを可能にする方法を探る
ことで，世界のみんなで
enjoy するためにはどうすれ

ばよいかという「単元を貫く
問い」をもつことができる。 

 
 
 

〈第１時〉 
（本時） 

  
 
○ 世界のみんなで enjoy することが可能かどうか考える。 
・ 世界のみんなで enjoy できるか？できないか？ 
・ その理由を話し合う。 

【単元を貫く問い】 
 
 
○ 世界のみんなで enjoy するために必要なことを話し合い，学
習の見通しをもつ。 
・ 世界を知る・理解する→世界のみんなに enjoy してもらうには？  
・ 問題を解決する・助け合う→世界の問題を解決するためには？  
 

□ これまでの学習や経験等を基に，世
界のみんなで enjoy できるのか考えさ

せることで，外国の人々とともに生き
ていくために必要なことについて関
心をもてるようにする。 

※ 【関・意・態】…ノート・発言 
 
 

挑 

む 
 

⑾ 

 世界のみんなに enjoy し

てもらうためにはどうすれ
ばよいか予想し，選手村企画
への意欲をもつことができ

る。 
 
 
 
 

〈第２時〉 

【追究する問い１】 

 
 
 
○ 2020 年，東京オリンピックで，各国の代表選手が競技に集中
できる最高の選手村を企画する計画を立てる。 

  外国の選手に enjoy してもらえる選手村を企画しよう！ 
・ 住まい ・ 食事  ・ 衣服  ・ 言葉 
※ その他，特に注意しなければならないこと。   
 

□ アメリカ・中国・韓国・サウジアラ

ビアの４つの国を提示し，その国の
人々に enjoy してもらうために必要な
ことを予想させることで世界の国々

の生活の様子について調べようとす
る意欲をもてるようにする。 

※ 【関・意・態】…ノート・発言・調査計画 

 各国の情報を集め，enjoy

してもらう方法を探る。 

 
 
 

〈第３・４・５時〉 

○ 国ごとに設置されたブースに行き，その国出身の人に話を聞
いたり，その国のことを本や資料を見たりして，調べる。 
【アメリカ合衆国・中華人民共和国・大韓民国・サウジアラビア】 

  ・ 交流          ・ インターネット 

・ その国の物（衣装等）  ・ 本    

□ ４つの国について，地図や資料から
情報を集めたり，聞き取り調査をした
りして調べ，各国の文化や習慣につい

て知ることができるようにする。 
※ 【技能／知識・理解】…調査活動の様子  

 世界のみんなに enjoy し
てもらうためには，他国の文
化や習慣の違いを理解する

ことが必要であることに気
付かせる。  

〈第６・７時〉 

○ 調査した内容を基に，東京オリンピックの選手村を企画する。 
○ 世界のみんなに enjoy してもらうために大切なことを考え
る。 

 

□ 世界のみんなに enjoy してもらうた
めにはどうすればよいか考えること
ができるようにする。 

※ 【思・判・表】…選手村企画書 

 本の読み聞かせを基に，世
界全体の課題に気付く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〈第８時〉 

 
 
○ 「世界がもし 100 人の村だったら」の読み聞かせを基に，世
界の課題に気付く。 
・ 対立（領土・人） ・ 環境  ・ 災害 
・ 貧困（教育・医療・食料・インフラ）   

【追究する問い２】 
 
 
 
  
○ バングラデシュとミャンマーの国の様子を知る。 
○ ２つの国の問題を解決する方法を予想する。 
 

□ 調べた国の課題や，読み聞かせか
ら，世界が抱える課題について気付く

ことができるようにする。 
※ 【関・意・態】…ノート・発言 

 問題を解決するための具
体的な取組について分かる。      

 
 
 

〈第９・10 時〉 

○ バングラデシュとミャンマーの問題を解決するために宮崎大
学が行っている取組について，話を聞く。 

  ・ バングラデシュ「ＩＴ技術者日本語教育事業」 
  ・ ミャンマー「草の根技術協力事業」 
  ・ 国際交流（留学生との交流） 

□ 世界の問題に対して，具体的にどの
ような取組をしているのか知り，それ
らの取組が，日本や相手国の問題やそ

れぞれの人々の願いを基に行われて
いることを理解できるようにする。 

※ 【知識・理解】･･･ノート・発言  

 国際連合や日本政府が世
界の問題にどのようにかか

わっているのかが分かる。 
 

〈第 11・12 時〉 

○ 国際連合について知る。 
・ ユニセフ「千のトイレプロジェクト」 

○ 日本の支援やＪＩＣＡ，その他の団体について知る。 
・ ＪＩＣＡ「学校づくり」 

○ 世界の問題を解決するための方法を話し合う。 
 

□ 世界の問題に対して，世界や日本が
どのようにかかわっているのかを知

り，日本の果たす役割が大きいことを
理解できるようにする。 

※ 【知識・理解】…ノート 

生
か
す 

⑶ 

 世界のみんなで enjoy す
るために大切なことを考え

る。 
 
 

〈第 13 時〉 

 
 
 
  
○ 世界全体で enjoy するための方法について考える。 

□ 世界のみんなで enjoy するためには
どうしたらよいか問うことで，これま

での学習を基にして，協力や交流の在
り方を考えることができるようにす
る。 

※ 【思・判・表】…ノート・発言 

 これまでの学習を基に，自

分たちができることを考え
る。 

 
 
 
 

〈第 14・15 時〉 

 
 
 
  
○ 国際協力や国際交流について，さまざまな活動を調べ，持ち
寄る。 

○ 持ち寄った活動から，自分にもかかわれそうなものを選んだ
り，もってきたものを基に考え出したりする 

□ 自分の調べた国とどのようにかか

わっていけばよいか考え，自分なりの
国際交流・国際協力の在り方を判断で
きるようにする。 

※ 【思・判・表】…ワークシート 

 

世界のみんなで enjoy できるのかな？ 

世界のみんなで enjoy するためには？ 

世界のみんなで enjoy するためにわたしたちができるこ

とを考えよう。 

世界のみんなはどんなことに困っているのだろう？ 

世界のみんなで enjoy するためにはどうすればいいのだ

ろう？ 

世界の問題を解決するためにはどうすればよいのだろ

う？（世界の問題を解決する・助け合う） 

世界のみんなに enjoy してもらうにはどうすればよいの

だろう？（世界の国々を知る・理解する） 


